
 

 

総  務  文  教  委 員 会 
    令和 6 年 2 月 26 日（月） 

    時  分～  時  分  

    第 1 委 員 会 室 

 

【委 員】芦谷委員長、沖田副委員長、村武委員、岡本委員、永見委員、西田委員 

【執行部】 

（総務部）  坂田総務部長、猪狩総務課長、勝手総務課総務管理係長 

（地域政策部）田中地域政策部長、岸本政策企画課長 

（教育委員会）草刈教育部長、藤井教育総務課長、山口学校教育課長 

（消防本部） 田中消防長、赤岸総務課長 

【事務局】松井書記 

 

【議 題】 

1  執行部報告事項 

⑴ 部活動の地域移行に係る取組状況について【学校教育課】 

⑵ その他 

2  所管事務調査事項について 

3  3月 5日（火）の委員会審査日程等について 

4  その他 

・郵送による陳情書について（配付のみ） 

  「陳情書（スケートリンクの存続）」 

5  重要案件の意見交換会の案件見直しについて（委員間で協議） 

 

令和 6年 3月 5日（火）10時開催の総務文教委員会における予定議題 
 
1  請願審査 

⑴ 請願第 8号 郷土資料館の建設場所検討に関する請願について 
⑵ 請願第 9号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方について、さらに必要な判

断材料や分析の検討を求める請願について 
2  陳情審査 

⑴ 陳情第 123号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の施設の方向性の検討に関し、市が求め

る費用対効果についてわかりやすい説明を求める陳情について（継続審査） 

⑵ 陳情第 125号 石見まちづくりセンター研修室床の修理の陳情について 

⑶ 陳情第 126号 郷土資料館・石見神楽伝承館整備の検討において市民主体の手法を取り入れる

ことを求める陳情について 

⑷ 陳情第 127号 スケート場調査報告書の検証を求める陳情について 

⑸ 陳情第 128号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方について、機能転用（用

途変更）した場合の利用想定、収支想定について、分かりやすい説明を求める

陳情について 

⑹ 陳情第 129号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方について、報告書で比較

検討する3つの用途ごとに経済効果の比較検討結果の説明を求める陳情につい

て 

⑺ 陳情第 130号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方に関するアンケート調査

について、わかりやすい説明を求める陳情について 



 

⑻ 陳情第 135号 複合施設の決定プロセスの説明を市民にしてほしいという陳情について 

⑼ 陳情第 136号 スケート場が廃止の流れの中で、説明のエビデンスの具体性がないので再考を

という陳情について 

⑽ 陳情第 138号 人口減少ということで騒がず、人口減少の後に来るものを明確にし、それが、

騒ぐべきものかどうかを判断してほしいという陳情について 

⑾ 陳情第 141号 人口減少は具体的に何が問題かを明確にしてほしいという陳情について 

⑿ 陳情第 142号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方について、スケート場と

して存続する場合の想定について、最も費用対効果の高い駆動方式の採用を求

める陳情について 

3  議案第 4号  浜田市生活路線バス条例の一部を改正する条例について 

4  議案第 5号  浜田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について 

5  議案第 6号  浜田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

6  議案第 7号  浜田市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

7  議案第 8号  浜田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

について 

8  議案第 10号 浜田市手数料条例の一部を改正する条例について 

9  同意第 1号  人権擁護委員候補者の推薦について 

10 執行部報告事項 

11 所管事務調査 

12 その他 



部活動の地域移行に係る取組状況について 

 

1 校長会との協議について 

校長会（中学校長 3 名）と教育委員会職員で構成する「部活動の地域移

行検討ワーキンググループ」において、地域移行に向けた取組（合同部活

動の実施、生徒向けアンケートの実施）などについて協議・検討 

 

2 合同部活動の実施について 

目 的 等 

競技力の向上及び教員の負担軽減を目的に、市内の生徒が

同一会場に集まり、専門の指導者による合同部活動をモデ

ル的に実施するもの 

対象部活動 陸上競技部（第四中・旭中を除く市内 7 校が対象） 

指導方法等 

・各校の顧問が交代で指導する。（当番以外の顧問は、週休

日として休む又は地域の一指導者として参加する。） 

・各学校の部活動指導員や地域指導者が、専門の指導者と

して指導にあたる。 

頻 度 月 2 回（令和 5 年 12 月から実施。計 6 回実施済み） 

会 場 
第一中学校又は益田市陸上競技場（浜田市陸上競技場が改修中のため） 

※ 遠距離の会場までは、各学校からスクールバスを運行 

参 加 実 績 毎回 50 名以上の生徒が参加（参加は任意） 

 

3 生徒向けアンケートの実施について 

目 的 等 

部活動の地域移行や今後の部活動等のあり方を子どもたち

の意見や実態を踏まえて検討するため、中学生に対するア

ンケート調査を実施するもの 

調 査 対 象 市内の中学校に在籍する 1・2 年生（約 820 名） 

調 査 内 容 

部活動や地域での文化・スポーツ活動等への参加の有無・

活動量・満足度、普段の睡眠時間、他にやってみたい活動や

種目の有無、卒業後の活動の継続 など 20～30 問程度 

実 施 時 期 

2 月末までに実施し、年度内に集計・分析 

※ 集計・分析は、イマチャレ製作委員会（筑波大学体育スポ

ーツ局・読売新聞東京本社・エデュシップ株式会社の 3 社で立ち

上げた「学校スポーツの課題解決に特化したプラットフォー

ム」。全国の自治体でアンケート調査を実施）へ依頼〔無料〕 

 

令和 6 年 2 月 26 日 
総 務 文 教 委 員 会 
教育委員会学校教育課 
























































